
　
３
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土
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
運
営
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
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講
師
の
、
一

般
社
団
法
人
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ー
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ボ
ー
ト
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害
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ラ
ン
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ィ
ア

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
上
島
安
裕
氏
よ
り
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オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
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で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
支
援

や
避
難
の
状
況
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
い

ま
し
た
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昨
今
の
状
況
か
ら
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
入
れ
を
限
定
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
多
い
こ
と
か
ら
、
自
分
の
町
は
自
分
で
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
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石
巻
市
社
協
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害

時
に
備
え
て
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ま
も
、
日
常
か
ら
の
備
え
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
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収  入
11億5,883万2千円

支 出
11億5,883万2千円

石巻市社協の主な実施事業
●地域福祉事業　●在宅福祉サービス事業
◆地域福祉フォーラム　◆地域サロン支援　
◆子育てサークル支援　　
◆福祉協力員研修　◆紙おむつ等購入助成　◆福祉用具貸出　　
◆高齢者等あんしんカード設置　◆地区座談会・出前講座の開催
◆ひとり暮らし老人等配食サービス・昼食会　
◆地域福祉コーディネーターによる地域コミュニティ活動調整
◆世代間交流（こども友遊村など）　◆福祉のつどい支援　
◆福祉学習／福祉学習推進研修会、福祉学習推進助成
　　　　　　キャップハンディ等体験学習への協力

●介護保険事業・介護予防事業・障害者自立支援事業
◆居宅介護支援（ケアプラン作成）石巻・渡波・河北・雄勝北上・河南桃生
◆訪問介護（ホームヘルパー）石巻・北部（河北・雄勝・河南・桃生・北上）
◆通所介護（デイサービス）「福寿荘」　
◆就労継続支援Ｂ型事業所「みどり園」「かしわホーム」
◆障害者地域活動支援センター「みどり園」「かしわホーム」

●各種福祉団体支援事業
◆民生委員児童委員協議会
◆老人クラブ連合会
◆身体障害者福祉協会
◆遺族会　◆社会を明るくする運動
◆職親会　

●ボランティアセンター事業
◆ボランティア活動推進　◆ボランティアへの情報提供　
◆ボランティア団体・個人活動登録　
◆ボランティア活動保険加入促進
◆ボランティア養成講座・ボランティア交流会の開催
◆ボランティアネットワークの構築　
◆災害時のための災害ボランティアセンター体制整備
　◇災害ボランティアの育成及び災害ボランティア登録
　◇災害ボランティア講座の開催　◇災害関連の情報提供

●石巻市受託・指定管理者事業
◆生きがいデイサービス　◆河南老人福祉センター
◆桃生地域福祉センター　
◆渡波・北上地域包括支援センター
◆生活支援体制整備事業実施業務
◆復興公営住宅等生活相談支援業務
　◇地域生活支援員による見守り支援
◆支え合い活動支援事業（サロン活動等支援）

●生活援助事業
◆生活相談　◆日常生活自立支援事業「まもりーぶ」
◆生活安定資金貸付　◆生活福祉資金貸付

●法人運営事業
◆地域福祉推進委員会（各支所）
◆広報「社協だより」（年６回）
◆人材育成（実習生等の受入）

●共同募金事業
◆赤い羽根共同募金
◆歳末たすけあい募金
◆災害義援金の受付

令和3年度会計当初予算
会費収入
1,646万円

寄附金収入
256万円

受託金収入
2億5,983万2千円

経常経費補助金収入
1億8,096万3千円

貸付事業等収入　1,474万1千円

事業収入　1,580万6千円

介護保険事業収入
2億6,954万4千円

障害福祉サービス
等収入

1億967万2千円

負担金収入　78万円

受取利息　
配当金収入

1万4千円

その他の収入
172万3千円

その他の活動収入
2億5,631万2千円

前期末支払資金残高
3,042万5千円

人件費支出
6億4,364万2千円事業費支出

1億6,441万4千円

事務費支出
3,527万1千円

共同募金　　
配分金事業費
714万6千円

貸付事業等支出
1,474万1千円

助成金支出
366万円

負担金支出
5万円

その他の活動支出
1億6,203万1千円

施設整備等による支出
1億800万円

予備費
1,987万7千円
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石巻市社協会費について
　社協会費は、地域における福祉活動である「ボランティア、地域サロン、子育てサークル等の活動」を
支援するとともに、介護が必要な方々への「紙おむつ等購入助成事業」や「福祉用具貸出事業」等を実施
するための重要な財源とさせていただいております。
　社協会費は、このように地域の支え合いを支援する財源にもなっていることをご理解いただき、令和３
年度の社協会費につきましても、ぜひご協力を賜りますようお願い申し上げます。

石巻市社協

国・県・市等の
補助金、委託金

・共同募金配分金
・歳末たすけあい配分金

・介護サービス等収益
・施設指定管理料

・会　費
・寄附金

　地域のみなさまからの会費や寄附金、
共同募金配分金のほか、活動の重要性・
公共性のある事業については、国、県、
市などからの補助金・委託金によって、
地域福祉活動の財源が賄われています。

社協の財源

ご協力ありがとうございました
令和２年度「赤い羽根共同募金運動」並びに「歳末たすけあい募金運動」の報告
赤い羽根共同募金総額	 １７,８８４,６１３円
　みなさまからお寄せいただきました募金は宮城県共同募金会を通じ、令和３年度福祉事業を展開
する各市町村社協や県内福祉団体等に配分され、地域福祉のために活用されます。
◆独居老人等給食サービス事業や世代間交流事業など

歳末たすけあい募金総額	 １６０,８００円
　歳末たすけあい運動は「みんなでささえあうあったかい地域づくり」を
スローガンに展開され、お寄せいただいた募金は下記の事業に配分いたしました。
◆認可外保育所支援事業

令和２年度 災害義援金受付額 （令和３年3月31日時点）
「令和２年７月豪雨災害義援金」	 総額	 3,034円（２件）
「令和元年台風第19号災害義援金」	 総額	 53,157円（５件）
みなさまからお預かりした義援金は、宮城県共同募金会を通じて、全額被災地
の共同募金会へ送金しております。

みなさまの温かいご支援、ご協力誠にありがとうございました。

○一般会員（世帯）	 ５００円
○賛助会員（個人、団体）	 １口　１，０００円	（１口以上）
○特別会員（事業所、団体）	 １口　１，０００円	（３口以上）

いしのまき社協だより 3



楽しく歩いて、
砂浜もきれいにした

よ

身体にも心にも効果あり！

「リフレッシュサロンＪＡ」
　リフレッシュサロンＪＡは、令和２年に百歳体操を主な活動
とし、会員の親睦と趣味の輪を広げていくことを目的に立ち上

絶景スポットみ～つけた♪
　春の陽気が心地よい４月某日、国道から追波川河川運動公園
を望むと、さくら並木が満開でした。
　約１kmにおよぶさく
ら並木の見事な景観は、
間近で見るとさらに美し
く、さくらを眺めながら
お散歩をしたり、写真を
撮ったりしている方がい
らっしゃいました。
　たまたまお散歩をして
いた市内の親子に話を伺
うと、「さくらの名所と
呼ばれる所はたくさんあ
るけど、こんな近くにも
素晴らしい場所がある。

第17回 健康教室「清掃活動で地域貢献」
　３月17日（水）、北上町十三浜の白浜海水浴場を会場に健
康教室が開催され、参加者のみなさんはウォーキングをし
ながら清掃活動を行いました。当日は、とても風の強い日
でしたが、活動中は少し穏やかになり、砂浜周辺や国道沿い、

駐車場付近を３グ
ループに分かれゴ
ミ拾いをしました。
　参加者からは「ゴ
ミを拾いだんだん
きれいになってい

～ばぁばからの贈り物～
　コロナ禍でサロン活動もこれまでのように行えず、悩まれていた「水
浜楽笑唄（みずはまらくしょうかい）」のみなさん。
　こんなときこそ何かできないかと、雑巾を縫って地域の学校や施設
へ寄贈しようと一致団結。
　先日、“心を込めて作った雑巾” が雄勝小学校及び特別養護老人ホ

ーム雄心苑に届けられ、大変喜ばれました。
　水浜楽笑唄のみなさんも、「頑張った甲斐が
あったね」と満面の笑みでした。
　歳をいくつ重ねても、“地域を想い行動する
雄勝のばぁばのみなさん” に、日々大切なこと
を学ばせていただいております。

「食を次世代につなぐ」
　３月３日（水）、牡鹿保健福祉センター清優館
内に併設している、子育て支援センターの事業
「ひな祭り会」が開催されました。
　給食ボランティアの協力をいただき、参加さ
れた親子は、蒸しパン作りを見学しました。完

「サロン活動実践研修会」
の開催！

　３月４日（木）、遊楽館を会場に宮城県レクリエーション協
会事務局長の山内直子氏を講師としてお迎えし、「コロナ禍で
もできるレクリエーション」と題して研修会を開催しました。

新しいサロンの紹介
「かすみそうの会」

　４月15日（木）、新西前沼第３復興住宅集会室でサロ
ン「かすみそうの会」が行われました。今まで支援して
いた団体の活動終了を機に「これからもみんなで集まり
たい！繋がりを切らしたくない」という思いから、この
サロンは立ち上がりました。

げたサロン会で、現在
17名の会員がいます。
　代表の方は、「コロ
ナ感染予防に気をつけ
ながら、会場のガイド
ラインに沿って、とて
も明るく楽しく活動が
できました。半年に一
度の体力測定時には、
理学療法士から、『今

の体力を維持するこ
とが、何よりも大切
です』と励まされ、
みんなとても元気で
笑顔があり、やる気
満々ですから、今後
も継続して開催をし
ていきます」とのこ
とでした。

　河南地区内でサロ
ン活動を実施してい
る17団体、28名が
参加し、ゲームの「ス
ピード輪投げチャレ
ンジ」では、新聞紙
を使用し輪投げの輪
を作り、自分専用の
輪を使って楽しむゲ

ーム等を教えていただき
ました。
　少しの工夫を加えるこ
とで、コロナ感染予防に
努めながらゲームを楽し
むことができることを学
び、有意義な一日となり
ました。

　「よもやま話をしたり、
体操をしたり、１人では
できない事もみんなで集
まればできる」とお世話
役の方の思いを聞くこと
が出来ました。
　コロナ禍で不安もあり
ながら、みんなと会うこ
とを楽しみに、１人１人
が感染予防対策をきちん
と行った上で、活動を行
っているようです。

もっとみんなに知ってほしいなぁ」と話していました。
　震災から10年の歳月経て、仮設住宅が撤去されグラウンドの復旧工事が終わ

り、久々に姿を現したさくら並木は大
きくたくましくなり、疫病に翻弄され
疲弊している世の中に、まるでエール
を送ってくれているようでした。

くと、すごく達成感が湧いてきて満足した」、「良いことをしたことで
充実感もあった」、「この活動は定期的に行ってもいいと思う」、「地域
の子ども達と一緒に行ってもいいよね」等と意見も聞かれ、海岸もみ
なさんの心もリフレッシュした活動になりました。

成した蒸しパンは持ち帰り用にプレゼントされ、ひな飾
りの前で記念撮影を行いました。参加されたボランティ
アさんからは、「小さい子と関わることができて嬉しか

った」という声がありました。
　このような多世代交流の機会を
増やしていくことで地域の食を次
世代につなぐことや、給食ボラン
ティアの新たな活動の場もできれ
ばと考えております。

来年はみんなで
お花見

したいね～♪

　これからの季節、引き続
き感染対策をしながらでは
ありますが、たまには外に
出て運動不足の解消にウォ
ーキングなど、健康に留意
してお過ごしください。

地域を想う気持ちが届けられました

可愛い
ですね♥

お世話役
音羽さん

集まっと　　
　

楽しいし、

　　 嬉しい
～♪

ピンめがけて、

えい！

各地の名所に
負けない

さくら並木
たくさんのゴミが集まり

ました

浜の “ばぁば”は

みんな手先が器用

重りをつけて、
ゆっくりと
動かします

サロン紹介

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
いしのまき社協だより 4
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ナ感染予防に気をつけ
ながら、会場のガイド
ラインに沿って、とて
も明るく楽しく活動が
できました。半年に一
度の体力測定時には、
理学療法士から、『今

の体力を維持するこ
とが、何よりも大切
です』と励まされ、
みんなとても元気で
笑顔があり、やる気
満々ですから、今後
も継続して開催をし
ていきます」とのこ
とでした。

　河南地区内でサロ
ン活動を実施してい
る17団体、28名が
参加し、ゲームの「ス
ピード輪投げチャレ
ンジ」では、新聞紙
を使用し輪投げの輪
を作り、自分専用の
輪を使って楽しむゲ

ーム等を教えていただき
ました。
　少しの工夫を加えるこ
とで、コロナ感染予防に
努めながらゲームを楽し
むことができることを学
び、有意義な一日となり
ました。

　「よもやま話をしたり、
体操をしたり、１人では
できない事もみんなで集
まればできる」とお世話
役の方の思いを聞くこと
が出来ました。
　コロナ禍で不安もあり
ながら、みんなと会うこ
とを楽しみに、１人１人
が感染予防対策をきちん
と行った上で、活動を行
っているようです。

もっとみんなに知ってほしいなぁ」と話していました。
　震災から10年の歳月経て、仮設住宅が撤去されグラウンドの復旧工事が終わ

り、久々に姿を現したさくら並木は大
きくたくましくなり、疫病に翻弄され
疲弊している世の中に、まるでエール
を送ってくれているようでした。

くと、すごく達成感が湧いてきて満足した」、「良いことをしたことで
充実感もあった」、「この活動は定期的に行ってもいいと思う」、「地域
の子ども達と一緒に行ってもいいよね」等と意見も聞かれ、海岸もみ
なさんの心もリフレッシュした活動になりました。

成した蒸しパンは持ち帰り用にプレゼントされ、ひな飾
りの前で記念撮影を行いました。参加されたボランティ
アさんからは、「小さい子と関わることができて嬉しか

った」という声がありました。
　このような多世代交流の機会を
増やしていくことで地域の食を次
世代につなぐことや、給食ボラン
ティアの新たな活動の場もできれ
ばと考えております。

来年はみんなで
お花見

したいね～♪

　これからの季節、引き続
き感染対策をしながらでは
ありますが、たまには外に
出て運動不足の解消にウォ
ーキングなど、健康に留意
してお過ごしください。

地域を想う気持ちが届けられました

可愛い
ですね♥

お世話役
音羽さん

集まっと　　
　

楽しいし、

　　 嬉しい
～♪

ピンめがけて、

えい！

各地の名所に
負けない

さくら並木
たくさんのゴミが集まり

ました

浜の “ばぁば”は

みんな手先が器用

重りをつけて、
ゆっくりと
動かします

サロン紹介

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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　平成28年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な取組（社会貢献事業）」の
実施が法人の責務として位置づけられました。この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。
　（１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること
　（２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること
　（３）無料または低額な料金で提供されること
　石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り組んでいるのか、順
番にご紹介していきたいと思います。今号では「社会福祉法人なかよし会」さんをご紹介します。

社会福祉法人なかよし会
■法人所在地　石巻市中里三丁目10番７号
■ウェブサイト　http://nakahoi.jp/
■事　　　　業	 保育所、地域子育て支援拠点事業、一時預かり事業
■施設・事業所	 なかよし保育園、石巻市立釜保育所、なかよし保育園地域子育て支援センター、釜子育て支援センターあおぞら
■社会貢献事業

■電 話 番 号　０２２５－９６－４５５１
■設立年月日　昭和59年８月26日

　紙面上ではお伝えしきれなかった情報につきましては、インタビュー形式で本会ウェブサイトにて
詳しくお伝えしております。ぜひ、ご覧ください。

　４月から11月の毎週土曜日、北上公園に出向いて公園
に遊びに来ている親子と一緒に歌を歌ったり、手遊びをし
ながら、子育ての悩みを聞いています。
　引っ越して間もなくて知り合いがいなかったり、子ども
と一緒に遊べる場所が分からなかったりするお母さん等、
様々な悩みを抱えていらっしゃる保護者の方もおり、そん
な悩みを少しでも解決できるよう、チラシ等でセンターを
知ってもらい、気軽に相談できる支援センターとして関わ
りを繋げながら、地域における支援に取り組んでいます。

　おじいさんおばあさん世代とお孫さんとを対象とした孫育
てひろばや、助産師さんグループに協力いただいてのベビー
マッサージ、また主任児童委員さんとの子育てふれあいサロ
ン等の様々な事業を、地域のボランティアさんや関係機関の
協力をいただきながら実施し、交流の促進を図っており、こ
れからも施設は、地域の交流拠点としてあり続けたいと考え
ています。

　保育園や支援センターを通して繋がりができ
た保護者のみなさまが集まって、情報交換や日
頃の悩みの共有する場としてのサークル活動が
行われており、その支援を行っています。場所
を提供したり、子育ての相談に応じたり、サー
クル行事の運営サポートを行っています。

新規採用職員の紹介
所属：生活支援課復興支援室／地域福祉課
職名：地域福祉コーディネーター兼生活支援コーディネーター

桃生地区担当になりました。
地域のみなさんの一番身近な
相談相手になれるよう、明るく
元気に頑張りたいと思います。
困りごとがあったらお気軽に声
をおかけください！

４月から蛇田地区の担当にな
りました。地域のみなさんに
寄り添い、些細な事でも気軽
にお話できるような存在にな
れるよう頑張りますので、よろ
しくお願いします。 名前：齋

さいとう
藤 守

もりかつ
克名前：中

なかむら
村 有

ゆ
希
き

なかよし保育園・釜保育所の施設全景

育児支援事業の様子

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介
第
４
回

地域の親子と繋がる機会の構築 ～出張子育て支援センター

各種イベントやサロン等を通しての地域での交流促進

サークル活動の支援

いしのまき社協だより 6



※新型コロナウイルスの影響により、開催が中止になる場合があります。

　当日はこの様な五重塔
を作ります。
※ 材料の入手具合により

一部変更になる場合が
あります。

令和３年度赤い羽根	ボラサポ２
「住民支え合い活動助成事業」のご案内

　この助成は、全国から寄せられた「被災した人たちに対して何かしたい」という思いの詰まった募金で成り立っています。
【助成金…１団体５万円 (上限)】
　対象は、宮城県在住者5名以上で構成されている東日本大震災の「被災者支援活動」及び「復興支援活動」を行うボランティア
グループやＮＰＯ法人等の非営利団体です。
※令和３年度赤い羽根「住民力・地域力・福祉力を高める支援事業」助成決定団体は対象となりません。
※令和２年度に受けた本助成の活動報告及び精算が終了していること。
　 応募される際は、応募要項(第12版)をよく読んでいただき、要項の変更点(対象団体・事業内容・対象経費)を確認し、必

要事項をご記入の上、下記窓口までお申込みくださいますようお願いいたします。
　　・第61次応募：受付 5月 10日（月）～ 6月30日（水）必着　助成決定 7月下旬
　　・第62次応募：受付 8月 2日（月）～ 8月31日（火）必着　助成決定 9月下旬
　　・第63次応募：受付 10月 1日（金）～ 10月29日（金）必着　助成決定 11月下旬

○「地域福祉活動事業助成事業」「子育てサークル助成事業」
　地域住民が主体となる、地域サロン活動や見守・訪問活動や子育てサークル活動などを実施して
いる団体・サークルに助成いたします。
　①参加者10人以上、月１回以上活動する団体など ・・・・・ 上限２万円（３か年）
　②参加者 ５人以上、年４回以上活動する団体など ・・・・・ 上限１万円（小規模団体を対象）

○「福祉団体・ボランティア団体活動助成事業」
　石巻市社協ボランティアセンターに登録している団体の活動に助成いたします。
　①会員数10人以上、月１回以上活動している団体 ・・・・・ 上限３万円
　②会員数 ５人以上、年４回以上活動している団体 ・・・・・ 上限１万円

各種助成金のご案内

【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター  ☎96−5290

第1回
「レクリエーション講座」

Web版石巻トイレマップ
プロジェクト写真撮影
ボランティア

「親子de五重塔づくり講座」
各種講座の開催案内

　地域のサロンやお茶会、施設などで活用
できる体操を学んでみませんか？
内　　容：「コロナ禍でもできる

レクリエーション」
講　　師：いしのまきレクリエーション協会
開催日時：６月19日（土） ９時半～11時半
会　　場：石巻市社協生活支援課

（湊町一丁目２－２）
対 象 者： 地域サロン実践者及びレクリエ

ーションに関心をお持ちの方
持 ち 物： 筆記用具、上靴、タオル、お茶

など（水分補給用）
定　　員：20名　　参 加 費：無料
申込締切：６月18日（金）

　市内にあるバリア
フリートイレの写真
（公共施設、公園、スーパーなど）を
撮っていただくボランティアを募集
しています。
　活動に参加していただける方は、
社協ボランティアセンターにご連絡
ください！！
※ みなさまの都合

のいい時間で活
動お願いします。

　厚紙を使って、五重塔を作ってみません
か？
内　　容： 「五重塔づくり」
講　　師： 本田太吉氏
開催日時：７月10日（土） ９時半～11時半
会　　場：石巻市社協生活支援課

（湊町一丁目2－2）
対 象 者：市内にお住いの親子
定　　員：５組　　
参 加 費：無料
申込締切：７月２日（金）

〈要項請求・お申込み窓口〉受付時間 平日 9：00～17：00
生活支援課（復興支援室)　　☎︎２３−３９１１　住所：湊町一丁目２−２ （旧みなと荘２Ｆ)
※河北・雄勝・河南・桃生・北上・牡鹿の方のお申込みにつきましては、各支所で受付いたします。

【お問い合わせ】
地域福祉課

☎96−5290
※ ご不明な点がござい

ましたら本所及び各
支所へ問い合わせ願
います。

※ 受付期間中であっても、助成総額が
１,７00万円に達した時点で受付を
終了いたします。

※本助成は、令和４年度で終了となります。
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編 集 後 記

石巻商業高等学校様

高瀬　進様蛇田小学校様

国際ソロプチミスト石巻サン・ファン様

感謝
申し上げ
ます

みなさま　
　　からの
あたたかい
ご支援に

　年々子どもの成長が早くなっていることに気づかされ
ます。いつかは追い抜いてもらいたいという気持ちと、
子どもには負けたくないという気持ちから、筋トレを始
めました。少し真剣にやりすぎたせいか、娘に「パパの
体はなんで縦に線があるの？」って言われてしまいまし
た（笑）。なんでもほどほどが良いと思う一幕でした。（今）

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
３
年
２
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

※敬称略

●
石
巻
支
所

・
シ
ャ
ン
テ
ィ
西
野
裕
子（
埼
玉
県
）

・
㈲
二
宮
調
剤
薬
局

・
㈲
エ
ヌ
・
ワ
イ

・
蛇
田
小
学
校

・
高
瀬
進（
大
阪
府
）

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
・
ヌ
ー
ン

・
杉
本
岩
夫（
静
岡
県
）

・
知
念
美
佐
枝（
沖
縄
県
）

・
３
・
11
東
日
本
大
震
災

　
　

被
災
者
追
悼
キ
ャ
ン
ド
ル
街
頭
募
金
in
清
瀬

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
石
巻
サ
ン
・
フ
ァ
ン

・
石
巻
商
業
高
等
学
校

・
匿
名
１
件

●
復
興
支
援
課

・
ふ
う
ど
ば
ん
く
東
北
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ

●
河
北
支
所

・
藤
原
徳
子

・
渡
辺
仁
義

・
佐
藤
都
志
子

●
河
南
支
所

・
髙
橋
正
義

・
匿
名
１
件

●
牡
鹿
支
所

・
流
山
ト
ン
ト
ン
ラ
ン
ド（
千
葉
県
）

●
渡
波
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
雁
部
浩
史（
仙
台
市
）

　
み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
、
寄
附
物
品
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
種
サ
ロ
ン
助
成
や
地
域
福
祉
事
業
等
、
本
会
の
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

生 活 支 援 課

（復興支援室）

〒986-0025  石巻市湊町一丁目2−2
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333 石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

　令和３年４月１日より、これまでの「在宅福祉課」と
「復興支援課」が統合し、新たに『生活支援課』となりま
したのでお知らせいたします。また、生活支援課に復興支
援室が併設されております。

組織改編のお知らせ
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